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デジタルブック

１
８
９
５
（
明
治
２８
）
年
か
ら
１
９

４
５
（
昭
和
２０
）
年
の
お
よ
そ
５０
年
間
、

台
湾
は
日
本
の
植
民
地
で
し
た
。
統
治

下
で
育
ま
れ
た
文
化
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？　

植
民
地

で
あ
る
以
上
、
差
別
は
存
在
し
、
台
湾

人
が
日
本
人
に
不
満
を
抱
く
こ
と
は
当

然
で
す
。
で
は
文
化
に
お
い
て
も
、
そ

の
不
満
が
見
て
取
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

他
方
で
元
総
統
の
李り

登と
う
輝き

さ
ん

な
ど
、
当
時
を
生
き
た
日
本
語
世
代
の

台
湾
人
は
日
本
文
化
の
愛
好
者
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
文
化
に
も
「
親

日
」
が
見
て
取
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
講
座
で
は
映
画
・
音
楽
・
弁
士

と
い
っ
た
１
９
３
０
年
代
の
台
湾
に
お

け
る
大
衆
文
化
を
、
当
時
の
映
画
や
レ

コ
ー
ド
な
ど
か
ら
読
み
解
い
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
第
３
回
で
は
統
治
下
の
台

湾
で
１４
歳
ま
で
を
過
ご
し
た
、
新
元
久

さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
す
。
文
化
の
な

か
に
見
ら
れ
る
台
湾
人
の
足
跡
を
、
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
（
平
成
２９
）
年
３
月
末
、

公
民
館
と
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会

研
究
科
は
、
社
会
連
携
に
関
す
る
覚
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
公
民
館
で
は
、

言
語
社
会
研
究
科
で
積
み
上
げ
ら
れ
て

き
た
豊
か
な
「
人
文
学
」
の
研
究
成
果

と
、
市
民
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
と

の
相
互
の
交
流
・
発
展
を
目
指
し
て
、

「
一
橋
連
携
講
座
」
や
現
役
の
大
学
院

生
が
講
師
と
な
る
「
院
生
講
座
」
な
ど
、

様
々
な
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
連
携
事
業

実
績
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〈特集：一橋連携講座案内〉

日本統治期台湾文化史に見る台湾人の足跡
―１９３０年代の映画・音楽・弁士を読み解く―

とき・各回のテーマ
第１回：１月２５日（土）昼２時～４時
「日本統治期台湾文化史概説：
協力？抵抗？それとも？」

第２回：２月１日（土）昼２時～４時
「映画主題歌《桃

とう

花
か

泣
きゅう

血
けつ

記
き

》（１９３２
年）の新奇性」

第３回：２月１５日（土）昼２時～４時
「『湾

わん

生
せい

』の見る日本統治期」
ゲスト講師　新

にい

元
もと

久
ひさし

※湾生：統治下の台湾で生まれ、戦後
引き上げた日本人

第４回：２月２２日（土）昼２時～４時
「台湾人弁士　詹

せん

天
てん

馬
ま

に見る両義性」

第５回：３月１日（土）昼２時～４時
「映画『義

ぎ

人
じん

呉
ご

鳳
ほう

』（１９３２年）のプロ
パガンダ作用」

「一橋連携講座」とは
一橋大学大学院言語社会研

究科の教員にコーディネータ
ーとしてご協力いただき、最
新の研究内容について、グル
ープワークなどを交えなが
ら、参加者と相互に学び合う
連続講座です。

ニュース映画「Taiwanese marketplace」より。
活気ある市場で、中華式の擦弦楽器を演奏しなが
ら、売り子がベルトを売っている。

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会

研
究
科
と
の
連
携
に
つ
い
て

研
究
科
と
の
連
携
に
つ
い
て

２
０
１
７
年
３
月
３１
日　

調
印
式

講師：原口　直希（東京大学大学院博士課程・ＤＣ１／
一橋大学大学院言語社会研究科修士修了）

会　場　公民館　３階講座室
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　１２月１２日（木）朝９時～
	 電話またはホームページより申込
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会
（
以
下
、

公
運
審
）
は
、
公
民
館
の
民
主
的
運
営

を
図
る
た
め
（
国
立
市
公
民
館
条
例
第

５
条
）
公
民
館
開
設
時
か
ら
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
月
１
回
定
例
会
を
開
催
し

て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

毎
月
の
定
例
会
報
告
は
「
公
民
館
だ
よ

り
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
第
３４
期
の

活
動
終
了
に
伴
い
、
こ
の
２
年
間
の
活

動
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。

■
役
割
分
担
と
研
修

社
会
教
育
に
関
係
す
る
様
々
な
団
体

や
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
第
３４
期
公
運

審
委
員
１５
名
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長

２
名
、
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員

３
名
、
社
会
教
育
学
習
会
の
検
討
委
員

３
名
、東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会（
以

下
、
都
公
連
）
委
員
部
会
委
員
、
社
会

教
育
委
員
な
ど
の
役
割
を
分
担
し
、
定

例
会
以
外
に
も
社
会
教
育
に
係
る
活
動

を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。

第
２
回
、
第
３
回
定
例
会
に
て
、
学

識
委
員
２
名
か
ら
公
民
館
に
関
す
る
講

義
を
、
第
４
回
か
ら
第
６
回
定
例
会
で

は
、
委
員
長
、
副
委
員
長
そ
れ
ぞ
れ
が

調
査
し
た
国
立
市
公
民
館
の
歩
み
と
特

色
か
ら
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

■
市
長
・
教
育
長
へ
の
要
望
と
意
見
交
換

公
民
館
の
充
実
に
向
け
た
要
望
を
ま

と
め
、
市
長
・
教
育
長
と
率
直
に
意
見

を
交
換
す
る
こ
と
は
、
国
立
市
公
運
審

が
民
主
的
運
営
を
続
け
る
た
め
の
大
切

な
機
会
、
手
段
の
一
つ
で
す
。

第
３４
期
公
運
審
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

が
残
る
中
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
中
で
、
第
３３
期
答
申
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時
に
お
け
る
教
育

機
関
と
し
て
の
公
民
館
事
業
に
つ
い

て
」
に
対
す
る
市
長
・
教
育
長
の
受
け

止
め
や
そ
の
後
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

２３
年
8
月
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２３
年
１０
月
か
ら
公
民
館
職
員

人
事
へ
の
要
望
に
つ
い
て
議
論
を
始
め

ま
し
た
。
２４
年
１
月
第
１５
回
定
例
会
で
、

①
市
民
の
学
習
権
が
保
障
さ
れ
る
職
員

体
制
の
拡
充
、②
公
民
館
長
選
任
の
際
の

国
立
市
公
民
館
処
務
規
則
第
３
条
の
遵

守（
内
示
前
に
公
運
審
の
意
見
を
聴
く
こ

と
の
要
望
）を
骨
子
と
す
る
要
望
書
を
ま

と
め
ま
し
た
。市
長・教
育
長
に
提
出
し

書
面
に
よ
る
回
答
を
求
め
る
と
と
も
に
、

公
運
審
の
要
望
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
、

社
会
教
育
委
員
に
も
周
知
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
回
答
を
念
頭
に
４
月
人

事
異
動
の
結
果
に
つ
い
て
第
１８
回
定
例

会
で
議
論
し
、
同
月
市
長
・
教
育
長
と

面
談
を
行
い
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

今
期
は
、
私
た
ち
の
要
望
と
市
・
教
育

委
員
会
の
方
針
の
差
異
を
確
認
し
つ
つ
、

要
望
書
に
は
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
な

ど
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
文
言
を
盛
り

込
み
、
具
体
的
人
事
に
つ
い
て
も
議
論

で
き
る
よ
う
、
面
談
は
２４
年
４
月
人
事

の
直
後
に
行
い
ま
し
た
。た
だ
し
、面
談

日
の
決
定
が
遅
れ
た
た
め
、
出
席
委
員

が
少
数
に
な
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で
す
。

■
社
会
教
育
学
習
会
の
開
催

第
１
回
学
習
会
（
２３
年
３
月
開
催
）

は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
公
民
館
と
私
た
ち
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
し
、
第
３３
期
答
申
内

容
と
そ
の
１０
の
提
言
に
そ
っ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
見
え
て
き
た
公
民
館
の
未

来
に
つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
も
参
加
者

も
思
い
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

第
２
回
社
会
教
育
学
習
会
（
２３
年
８

月
開
催
）は
、「
公
民
館
の“
ハ
テ
ナ
？
”

を
解
き
明
か
す
～
素
朴
な
ギ
モ
ン
を
聴

い
て
み
よ
う
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
、

青
山
鉄
兵
委
員
（
文
教
大
学
准
教
授
）

が
「
水
先
案
内
人
」（
講
師
）
の
役
割

を
担
い
ま
し
た
。
前
半
の
講
義
で
は
、

第第
３４３４
期　

公
民
館
運
営
審
議
会

期　

公
民
館
運
営
審
議
会

活
　
動
　
の
　
ま
　
と
　
め

活
　
動
　
の
　
ま
　
と
　
め

（
任
期　
２
０
２
２
年

（
任
期　
２
０
２
２
年
１１１１
月
１
日
か
ら
２
０
２
４
年

月
１
日
か
ら
２
０
２
４
年
１０１０
月月
３１３１
日
ま
で
）

日
ま
で
）

第
３４
期
公
運
審
　
活
動
記
録

２２
・
１１
・
８　

［
第
１
回
定
例
会
］
委
嘱
状
交
付
、
教
育
長
挨
拶
。
各
委
員
、
事
務
局
担
当

者
自
己
紹
介
。
正
副
委
員
長
以
外
の
担
当
委
員
選
出
。

１２
・
１３　

［
第
２
回
定
例
会
］
正
副
委
員
長
の
選
出
。
館
長
よ
り
１２
月
人
事
報
告
。
委

員
研
修
「
公
民
館
運
営
審
議
会
を
め
ぐ
る
歴
史
と
課
題
」。
市
長
・
教
育
長

へ
の
要
望
書
に
つ
い
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
確
認
。

２３
・
１
・
１０　

［
第
３
回
定
例
会
］
館
長
よ
り
新
規
採
用
職
員
紹
介
。
定
例
会
議
事
録
の
市

Ｈ
Ｐ
公
表
の
是
非
、
市
長
・
教
育
長
へ
の
要
望
書
に
つ
い
て
継
続
審
議
。

委
員
研
修
「
公
民
館
に
お
け
る
学
習
支
援
を
捉
え
る
視
点
」。

２
・
４　

都
公
連
第
５９
回
研
究
大
会
開
催
（
於　

西
東
京
市
柳
沢
公
民
館　

他
）。

２
・
１４　

［
第
４
回
定
例
会
］
都
公
連
第
５９
回
研
究
大
会
参
加
者
の
感
想
共
有
、
定
例

会
議
事
録
公
表
方
法
に
つ
い
て
協
議
。

　
　
　
　
「
国
立
市
公
民
館
の
職
員
体
制
の
充
実
と
公
民
館
長
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」

を
市
長
・
教
育
長
に
提
出
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
習
権
、
閉
館
時
の
思
い

や
団
体
活
動
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

３
・
１４　

［
第
５
回
定
例
会
］
事
務
局
提
案
「
国
立
市
に
お
け
る
公
民
館
職
員
の
専
門

性
や
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
―
公
民
館
職
員
と
し
て
大
切
に
し
た
い
こ
と
―
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
。
委
員
研
修
「
国
立
市
公
民
館
の
歩
み
と
特
色
に
つ
い

て
―
そ
の
１
」。

３
・
１８　

社
会
教
育
学
習
会
の
開
催
「
コ
ロ
ナ
禍
の
公
民
館
と
私
た
ち
～
み
ん
な
で
話

そ
う
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
～
」。

４
・
１１　

［
第
６
回
定
例
会
］
館
長
よ
り
４
月
人
事
異
動
報
告
。
新
職
員
自
己
紹
介
。

社
会
教
育
学
習
会
参
加
者
の
感
想
共
有
。
委
員
研
修
「
国
立
市
公
民
館
の
歩

み
と
特
色
に
つ
い
て
―
そ
の
２
」。
事
務
局
よ
り
「
国
立
市
に
お
け
る
公
民

館
職
員
の
専
門
性
や
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
」
修
正
案
提
示
、
意
見
交
換
。

５
・
９　

［
第
７
回
定
例
会
］
学
校
教
育
関
係
新
委
員
の
委
嘱
。
委
員
研
修
「
国
立
市

公
民
館
の
歩
み
と
特
色
に
つ
い
て
―
そ
の
３
」。
一
連
の
委
員
研
修
の
感
想

共
有
。

６
・
１３　

［
第
８
回
定
例
会
］
館
長
よ
り
「
公
民
館
の
運
営
や
事
業
に
『
市
民
の
声
』

を
生
か
し
て
い
く
た
め
の
方
法
や
工
夫
に
つ
い
て
」
諮
問
提
出
、
そ
の
理
由

・
背
景
等
に
つ
い
て
質
疑
。

７
・
１１　

［
第
９
回
定
例
会
］
市
長
・
教
育
長
へ
の
要
望
書
に
つ
い
て
、
第
３３
期
答
申

を
中
心
と
し
た
意
見
交
換
を
行
う
方
向
で
調
整
。
館
長
よ
り
２２
年
度
公
民
館

主
催
事
業
の
報
告
。
諮
問
に
関
し
て
質
疑
。

８
・
８　

［
第
１０
回
定
例
会
］
答
申
作
成
の
た
め
、
第
３０
期
な
ら
び
に
第
３１
期
委
員
長

よ
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
館
長
よ
り
２３
年
度
公
民
館
主
催
事
業
予
定
説
明
。

８
・
９　

市
長
・
教
育
長
と
「
第
３３
期
答
申
に
つ
い
て
」
意
見
交
換
。

　
　
　
　

社
会
教
育
学
習
会
の
開
催
「
公
民
館
の
ハ
テ
ナ
を
解
き
明
か
す
」。

９
・
１２　

［
第
１１
回
定
例
会
］
社
会
教
育
学
習
会
参
加
者
の
感
想
共
有
。
市
長
・
教
育

長
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
参
加
者
よ
り
報
告
。
館
長
諮
問
の「
市
民
の
声
」

に
つ
い
て
議
論
。

１０
・
１０　

［
第
１２
回
定
例
会
］
人
事
要
望
書
案
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
諮
問
の
理
由
・

背
景
を
館
長
よ
り
再
度
説
明
。
諮
問
へ
の
意
見
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
分
類
整
理
、

「
市
民
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
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学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

社
会
教
育
と
は
？
公
民
館
と
は
？
を
基

本
に
立
ち
戻
り
学
習
し
、
国
立
市
公
民

館
の
歴
史
や
、
特
色
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
後
半
は
、
参

加
者
が
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

話
し
合
っ
た
ハ
テ
ナ
、
ギ
モ
ン
を
各
グ

ル
ー
プ
か
ら
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
ハ

テ
ナ
へ
講
師
が
応
答
す
る
な
か
で
、
様

々
な
視
点
か
ら
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
な

い
議
論
が
で
き
た
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
習
会
に
先
行
し
て
行
わ

れ
た
公
民
館
職
員
の
案
内
に
よ
る
夜
の

公
民
館
ツ
ア
ー
で
は
、
公
民
館
の
新
た

な
側
面
や
可
能
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

みんなで「ハテナ」を出し合いました

■
諮
問「
公
民
館
の
運
営
や
事
業
に『
市

民
の
声
』
を
活
か
し
て
い
く
た
め
の
方

法
や
工
夫
に
つ
い
て
」

２３
年
６
月
に
公
民
館
長
よ
り
表
記
の

諮
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。公
民
館
は「
市

民
の
声
」
を
聴
く
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
る
も
の
の
、
さ
ら
に
多
様
な
意
見
を

取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
公
運
審
で

は
公
民
館
未
利
用
者
を
含
め
た
様
々
な

市
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
収
集
し
、

運
営
に
反
映
さ
せ
る
か
を
議
論
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
既
存
の
取
り
組
み
で

あ
る
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ふ
り
返
る
会

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
班
と
、
既
存
の
取
り
組
み
で
は
聴
く

こ
と
の
難
し
い
市
民
の
声
を
聴
く
方
法

を
検
討
・
試
行
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
班

に
分
か
れ
、
定
例
会
後
の
班
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
メ
ー
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ッ

ト
で
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
検
討
を
進

め
、
定
例
会
で
各
班
か
ら
の
報
告
に
基

づ
く
質
疑
、
意
見
交
換
を
行
い
、
全
体

で
の
課
題
共
有
に
努
め
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
班
か
ら
は
、
講
座
ア
ン

ケ
ー
ト
の
具
体
的
な
改
善
案
や
、
シ
ル

バ
ー
学
習
室
や
女
性
講
座
な
ど
の
長
期

継
続
講
座
に
つ
い
て
ふ
り
返
る
会
を
実

施
し
、
受
講
者
の
声
を
聴
く
提
案
な
ど
、

具
体
的
な
検
討
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
班
か
ら
は
、
１２
名
の

市
民
に
各
９０
分
ほ
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
試
行
し
、対
象
者
の
半
生
や
学
び
を
深

掘
り
し
な
が
ら
、生
き
づ
ら
さ
の
実
態
や

学
習
と
の
距
離
な
ど
の
課
題
、あ
る
い
は

従
来
の
公
民
館
で
の
取
り
組
み
と
は
異

な
る
多
様
で
豊
か
な
学
習
活
動
の
姿
な

ど
、多
く
の
新
た
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。他
方
、イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
そ
の
読
み
取
り
は
、市
民
の

声
を
聴
く
有
効
な
手
段
で
は
あ
る
も
の

の
、多
く
の
労
力
を
要
す
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

両
班
の
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

「
市
民
の
声
」
を
活
か
す
方
法
や
工
夫

に
関
す
る
提
案
を
行
っ
た
答
申
を
２４
年

１０
月
、
公
民
館
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

答
申
の
詳
細
は
、
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

■
新
た
な
取
り
組
み
と
残
さ
れ
た
課
題

今
期
公
運
審
で
は
、委
員
の
意
見
を
踏

ま
え
て
定
例
会
議
事
録
の
電
子
化
を
段

階
的
に
進
め
ま
し
た
。議
事
録
の
訂
正
を

定
例
会
前
日
ま
で
に
委
員
が
事
務
局
に

電
子
メ
ー
ル
で
回
答
す
る
こ
と
と
し
、委

員
へ
の
議
事
録
配
布
は
原
則
電
子
メ
ー

ル
で
行
い
、委
員
の
希
望
者
と
傍
聴
者
に

の
み
紙
の
議
事
録
を
机
上
配
布
す
る
対

応
に
変
更
し
ま
し
た
。議
事
録
に
係
る
職

員
の
業
務
負
担
と
郵
送
費
が
軽
減
さ
れ
、

審
議
時
間
の
確
保
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。

公
運
審
の
定
例
会
議
事
録
は
、過
去
５

年
分
が
公
民
館
図
書
室
に
て
公
開
さ
れ
、

誰
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

他
方
、議
事
録
ま
た
は
そ
の
要
約
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員

個
人
の
自
由
な
発
言
が
抑
制
さ
れ
る
懸

念
や
新
た
な
作
業
負
担
の
問
題
か
ら
結

論
を
出
せ
ず
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
の
一
方
で
、

公
民
館
事
業
や
予
算
・
決
算
等
に
関
す

る
議
論
が
不
足
し
た
こ
と
は
否
め
ず
、

今
後
の
課
題
で
す
。

１０
・
１４　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
開
催
（
於　

国
立
市
公
民
館
）。

１１
・
１４　

［
第
１３
回
定
例
会
］
今
後
、
議
事
録
は
メ
ー
ル
送
付
を
基
本
と
す
る
こ
と
で

合
意
。
人
事
要
望
書
に
つ
い
て
協
議
。
諮
問
に
つ
い
て
、
公
民
館
の
利
用
に

生
じ
る
課
題
な
ど
協
議
。

１２
・
１２　

［
第
１４
回
定
例
会
］
人
事
要
望
書
の
提
出
先
に
つ
い
て
協
議
。
諮
問
に
つ
い

て
答
申
作
成
の
検
討
委
員
会
を
３
つ
設
置
す
る
こ
と
で
合
意
。

２４
・
１
・
９　

［
第
１５
回
定
例
会
］
市
長
・
教
育
長
へ
の
人
事
要
望
書
を
議
決
。
答
申
作
成

検
討
班
を
２
つ
（
ア
ン
ケ
ー
ト
班
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
班
）
に
再
編
。

１
・
１２　

市
長
・
教
育
長
に
「
国
立
市
公
民
館
の
職
員
体
制
の
充
実
と
公
民
館
長
人
事

に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
。

２
・
３　

都
公
連
研
究
大
会
開
催
（
於　

国
分
寺
市
立
本
多
公
民
館　

他
）。

２
・
１３　

［
第
１６
回
定
例
会
］
都
公
連
研
究
大
会
参
加
者
の
感
想
共
有
。
館
長
よ
り
２２

年
度
決
算
報
告
。
答
申
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
班
は
３
月
末
ま
で
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
追
加
実
施
を
決
定
。

３
・
１２　

［
第
１７
回
定
例
会
］
答
申
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
班
よ
り
そ
の
手
順
と
実
施
状
況

に
つ
い
て
報
告
。
ア
ン
ケ
ー
ト
班
よ
り
過
去
の
調
査
等
に
つ
い
て
説
明
。
答

申
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
提
示
。

４
・
９　

［
第
１８
回
定
例
会
］
学
校
教
育
関
係
新
委
員
の
委
嘱
。
館
長
よ
り
４
月
人
事

異
動
報
告
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
班
よ
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実
施
状
況
報
告
。
ア

ン
ケ
ー
ト
班
は
テ
ー
マ
別
に
担
当
を
決
め
て
検
討
を
進
め
る
と
の
報
告
。

４
・
１９　

市
長
・
教
育
長
と
人
事
要
望
の
回
答
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

５
・
１４　

［
第
１９
回
定
例
会
］
答
申
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
班
よ
り
１１
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
終
了
し
、
デ
ー
タ
を
吟
味
し
て
い
く
と
の
報
告
。
ア
ン
ケ
ー
ト
班
か
ら
項

目
別
に
文
章
化
す
る
と
の
報
告
。

６
・
１１　

［
第
２０
回
定
例
会
］
館
長
よ
り
２４
年
度
公
民
館
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て

報
告
。
答
申
の
各
班
よ
り
進
捗
状
況
・
検
討
内
容
の
報
告
。
章
立
て
・
執
筆

分
担
な
ど
検
討
。

７
・
９　

［
第
２１
回
定
例
会
］
答
申
の
各
班
よ
り
原
稿
案
報
告
、
構
成
や
内
容
に
つ
い

て
意
見
交
換
。

８
・
２０　

［
第
２２
回
定
例
会
］
答
申
原
稿
案
に
つ
い
て
検
討
。
第
３４
期
公
運
審
活
動
の

ま
と
め
に
つ
い
て
構
成
、
執
筆
担
当
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
検
討
。

９
・
１０　

［
第
２３
回
定
例
会
］
第
３４
期
公
運
審
活
動
の
ま
と
め
原
稿
案
を
協
議
。
答
申

原
稿
に
つ
い
て
最
終
案
に
向
け
て
協
議
。

１０
・
８　

［
第
２４
回
定
例
会
］
答
申
に
つ
い
て
修
正
箇
所
の
確
認
後
、
館
長
に
提
出
。

各
委
員
・
職
員
よ
り
第
３４
期
公
運
審
活
動
の
ふ
り
返
り
。

１０
・
２６　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
開
催
（
於　

西
東
京
市
柳
沢
公
民
館
）。

※	

毎
回
の
定
例
会
の
最
初
に
前
回
議
事
録
修
正
、
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、
都
公

連
、
社
会
教
育
委
員
の
会
の
担
当
委
員
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第第
３４３４
期
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

期
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

委
員
長
：
木
島
香
織
、
副
委
員
長
：
大
野
広
子
、
隈
井
裕
之

委
員
：
青
山
鉄
兵
、
荒
井
壽
惠
、
大
久
保
芽
衣（
２３
年
７
月
ま
で
）、
大
貫
志
香（
２４
年
４
月

か
ら
）、
北
村
明
男
、
清
原
周
栄（
２３
年
３
月
ま
で
）、
幸
島
裕
子
、
佐
藤
雄
一
、
鈴
木
淳（
２３

年
５
月
か
ら
２４
年
３
月
ま
で
）、
長
澤
成
次
、
西
尾
万
樹
、
野
口
泰
寛
、
望
月
淳
夫
、
森
本

彩
里
紗（
２３
年
８
月
か
ら
）、
矢
野
勝
巳



個人的・集団的力量を発達させる権利である。
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講　師　�縣
あがた

　秀
ひで

彦
ひこ

�
（国
こく

立
りつ

天文台　天文情報センター　准教授）

国立天文台望遠鏡キットを組立て、自分だけの望遠鏡で
公民館の屋上から冬の星空を観測してみませんか？
国立天文台の縣さんのガイドのもと、国立天文台望遠鏡
キットの組立てに挑戦します。使い方等の説明もあります
ので、持ち帰った自分だけの望遠鏡で、これからいつでも
星空を観測していただけます（＊キット代有料）。
望遠鏡ができあがったら、火星が最接近する１月１２日の
冬の星空、くにたちの夜空の向こう～宇宙～を覗きに行き
ましょう（星が見えない場合は館内で縣さんに宇宙のお話
をしていただきます）。

と　き　１月１２日（日）夕４時～夜７時
ところ　公民館　地下ホール（望遠鏡キット組立）
　　　　　　　　屋上（星空観測）

講　師　武藤　健
けん

（木工作家／DIY工房クミタテ）	
藤田　秋

あき

　（カゴ作家／DIY工房クミタテ）
コーディネーター　槙野岳志	

	 （DIY工房クミタテ／一橋大学研究補助員）

温かみのある籐
とう

のカゴ、木製のカトラリー。くにたちゆ
かりの桜の木など、自然の素材に触れ仲間と語らいなが
ら、自分だけの一品をつくりましょう。
今回は、木工に１回、籐のカゴ編みに１回で、それぞれ
１つずつ作品をつくります。講師にお招きするのは、ふだ
んは会社員や地域活動などをされながら、休日は市内のシ
ェア工房で作家として活躍しているお二人です。
周りのひとと語らうもよし、講師にものづくりを始めた
きっかけを聴くもよし。「てしごと」をしながら、ゆった
りとしたひと時を過ごしてみませんか。

と　き　①１月２６日……木工（スプーンづくり）
	 ②２月１６日……カゴづくり
	 すべて日曜日　朝１０～１２時半
ところ　①シェア工房クミタテ
	 　（富士見台第一団地むっさ２１内）
	 ②公民館　３階講座室
定　員　９名（２回参加できる方、申込先着順）
材料費　２,０００円（初回にご持参ください）
申込先　１２月１３日（金）朝９時～
	 電話またはホームページより申込

お　話　今井　悠介�
（公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン代表理事）

聞き手　青山　鉄兵（文教大学）

習い事や家族旅行は「贅沢」なのでしょうか？　この社
会で連鎖する貧困によって、子どもたちから何が奪われて
いるのでしょうか？
『体験格差』著者の今井さんが代表を務めるチャンス・
フォー・チルドレンは、子どもたちが放課後や休日にどの
ように過ごしているのか、全国調査を実施しました。その
結果、日本社会には、さまざまなスポーツや文化的な活
動、休日の旅行や楽しいアクティビティなど、子どもの成
長に大きな影響を与える多種多様な「体験」を、「したい
と思えば自由にできる（させてもらえる）子どもたち」
と、「したいと思ってもできない（させてもらえない）子
どもたち」がいることを明らかにしました。
今回は、この「体験格差」の問題を一緒に考えます。

〈今井さんの本〉『体験格差』（講談社現代新書）

と　き　１月９日（木）夜７時～９時
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
定　員　３０名　※申込先着順
申込先　１２月１０日（火）朝９時～
	 電話またはホームページより申込

定　員　２５名（申込先着順）※最小催行人数１０名
申込先　１２月１１日（水）朝９時～
	 電話またはホームページで申込
持ち物　三脚（ビデオ用三脚推奨）
材料費　１家族または１人
　　　　※	小学生以下のお子さんが参加の場合は、保護者

が一緒に参加してください。
　　　　●望遠鏡キット代　　　　　４,６００円
　　　　●望遠鏡キット・三脚セット代
　　　　　（三脚の用意がない場合）　９,０００円

＊�屋上への昇降は階段を使用します（エレベーター設備はあり
ません）。
＊暖かい服装でお越しください。

＜材料費は事前徴収です＞
１２月２２日（日）までに、公民館２階事務室までお
支払いください（受付時間：月曜日以外の朝９時
～夕５時）。

←	国立天文台	
望遠鏡キット

暮らしのてしごとワークショップ暮らしのてしごとワークショップ 子どもたちの「体験格差」子どもたちの「体験格差」
〈共生社会のマナビ〉〈共生社会のマナビ〉 〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉

―はじめての木工と籐のカゴ編み――はじめての木工と籐のカゴ編み― ～連鎖する「もうひとつの貧困」の実態～～連鎖する「もうひとつの貧困」の実態～

国立天文台望遠鏡キットで冬の星空を観測しよう！国立天文台望遠鏡キットで冬の星空を観測しよう！
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

小・中学校９年間、１日も登校しなかった私が、高校小・中学校９年間、１日も登校しなかった私が、高校
からピアノを始めて藝大に行って作曲家になった話。からピアノを始めて藝大に行って作曲家になった話。

お　話　内田　拓海（作曲家）

内田さんは、６歳の時、「小学校には行かないほうがい
い」と確信。小・中学校９年間を不登校で、ホームスクー
ラーとして過ごしました。毎日没頭していたロールプレイ
ングゲームで流れるゲーム音楽が「音楽」への入り口とな
り、１５歳の時、「作曲家になろう」と決意。経験がほぼゼロの
状態からピアノと作曲の勉強を始め、努力と苦労の末、東
京藝術大学音楽学部作曲科へ進学。現在は、藝大大学院に
在籍しながら作曲家として活躍されています。
学ぶこともコミュニケーションも大好きだった内田さん

が、なぜ学校に行かなかったのか。その間どのように過ご
して来たのか。不登校宣言を尊重してくれたご両親につい
て。藝大合格までの道のり。現在どのような活動をしてい
るかお話を伺います。「学校に行く」だけがすべてではな
く、自ら取捨選択し、自分の生きる道を見つけ出す方法
や、自分で学ぶ力の育て方を知る機会にしたいと思いま
す。内田さん作曲の音楽も聴きます。

〈内田さんの本、CD〉	
表題作（飛鳥新社）、『Prayer』CD全１１曲収録

と　き　１月２５日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　１２月１７日（火）朝９時～
　　　　電話またはホームページより申込

監督　チャールズ・ウォルターズ
製作　アーサー・フリード
音楽　アーヴィング・バーリン
出演　フレッド・アステア、ジュディ・ガーランド、
　　　ピーター・ローフォード、アン・ミラー　ほか

全篇を彩るアーヴィング・バーリンの名曲の数々、フレ
ッド・アステアとジュディ・ガーランドという２大ミュー
ジカル・スターの共演も話題となった、華やかで楽しさあ
るれるミュージカル映画の名作。
１９３０年代に活躍し、当時４９歳だったアステアは全盛期を
過ぎたといわれ引退も考えていたが、この映画の大ヒット
で見事カムバック。その後、円熟味を増したダンスと歌で
１９５０年代のハリウッド・ミュージカル映画全盛時代を支え
ることになる。

と　き　１２月２２日（日）昼２時～（開場昼１時３０分）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　１２月１０日（火）朝９時～
	 電話またはホームページより申込

＊事前申し込み制となっています。
　	必ず電話、窓口、ホームページのいずれかの方法にて事
前にお申し込みください。

〈〈CC
シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXINEVOX　公民館映画会〉　公民館映画会〉

アメリカ　１９４８年　カラー１０３分　※ＤＶＤ版アメリカ　１９４８年　カラー１０３分　※ＤＶＤ版
Easter ParadeEaster Parade

『イースター・パレード』『イースター・パレード』

講　師　佐伯　元行（国立あおいとり保育園　園長）	
中島　徹也（くにたち野鳥観察会）

第１回　１２月２２日（日）朝１０時～１２時
	 【座学】公民館　３階集会室
第２回　１月１２日（日）朝１０時～１２時頃
	 【観察コース】城山～ハケ周辺
第３回　２月２日（日）朝１０時～１２時頃
	 【観察コース】多摩川周辺
※	雨天の場合は、公民館でスライドを見ながら野鳥のお
話をうかがいます。

集　合　第２回　くにたち郷土文化館前
	 第３回　南区公会堂前
持ち物　筆記用具、双眼鏡等
定　員　１５名（申込先着順）
申込先　	１２月１１日（水）朝９時～電話またはホームページ

より申込。

木々が葉を落とし視界がひらける冬は、バードウォッ
チングに最適な季節です。くにたちの特徴的な地形であ
るハケ沿いには、豊かな樹々や湧き水などがあり、たく
さんの種類の野鳥たちが集まっています。

第１回目はくにたち
で見られる野鳥のお話
をうかがいます。第２
回目は城山からママ下
湧水を歩き、主に里山
の鳥をたずねます。第
３回目は、多摩川周辺
の主に冬を越す渡り鳥
などの水鳥をたずねま

す。運が良ければ、“飛ぶ宝石”カワセミに出会えるか
も……？初心者や親子での参加も歓迎です。この冬、く
にたちでバードウォッチングをはじめてみましょう。

くにたちバードウォッチング入門くにたちバードウォッチング入門
〈野鳥観察フィールドワーク〉〈野鳥観察フィールドワーク〉

城山で野鳥をさがして（昨年度の様子）

不登校クエスト不登校クエスト
〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉
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◆総論篇：１月７日（火）
　～地域の日本語ボランティアの役割とは～
　講　師：林川　玲子�

　（東京日本語ボランティア・ネットワーク）

◆体験篇：１月１１日（土）※
　～日本語学習者の気持ちになってみよう～
　講　師：ムラドリ　アイダン	

　（一橋大学大学院言語社会研究科修了生）

◆理論篇：１月１４日、２１日、２８日（火）
　～日本語教育のための文法事項や文型について～
　講　師：庵

いおり

　功雄（一橋大学・日本語教育）

◆実践篇：２月４日、１８日、２５日（火）
　～地域日本語教室の現状理解と実践演習～
　講　師：志村　ゆかり（一橋大学・日本語教育）

と　き　火曜日、夜６時～８時
ところ　公民館　３階講座室（１／１４、２／１８は集会室）
※１月１１日（土）は昼２時～４時に３階講座室で実施
定　員　２４名（申込先着順）

申込先　市内在住・在学・在勤かつ全回出席できる方
　　　　　　　　　　　　　１２月１１日（水）朝９時～
　　　　上記以外の方　　　１２月１８日（水）朝９時～
　　　　　　　　　　　　　電話で公民館へ
費　用　テキスト代実費　※２,２００円程度
　　　　（『にほんごこれだけ！１・２』ココ出版）

公民館・生涯学習センター等の可能性を再発見しよう！公民館・生涯学習センター等の可能性を再発見しよう！
～東京の公民館の “おととい（過去）”と“しあさって（未来）”を考える～～東京の公民館の “おととい（過去）”と“しあさって（未来）”を考える～

第６１回東京都公民館研究大会　開催案内第６１回東京都公民館研究大会　開催案内

地域で日本語を学んでいる外国にルーツのある方々に、日本語を教えてみたいと考えている方のための講座です。
日本語を教える際に必要なことを、理論・実践の両方から学んでいきます。（全８回）
＊講座終了後に、日本語サポートボランティアの活動内容について紹介があります。

東京都の公民館の関係者が一同に集う研究大会が国立市
で開催されます。２０２４（令和６）年度は、１９４９年の社会教
育法制定から７５年、１９７４年に東京都教育庁が発行した「新
しい公民館像をめざして」（いわゆる「三多摩テーゼ」）か
ら５０年の節目の年でもあります。
戦後の公民館のあゆみのなかで、多摩地域（三多摩）の
公民館には、都市社会教育のあり方を構想し、「新しい公
民館像」の問題提起を行いながら、独自の実践を蓄積して
きた経過があります。こうした三多摩の公民館の歴史を踏
まえ、いま私たち公民館に集う関係者は、なにを大事にし
ていくのか。この研究大会では、多摩地域の公民館のあゆ
みをふり返りながら、公民館をめぐる現状と期待を共有
し、東京の公民館の未来を共に考えたいと思います。
なお、今大会は参加者全員で同じ内容を共有する全体会
（基調講演＋シンポジウム＋ディスカッション）を中心に
開催します。可能な限り、参加者の声を進行に反映する工
夫を行います。ぜひお気軽にご参加ください。

■基調講演　テーマ「	三多摩テーゼの歴史的意義と	
今後の展望」

　講演者：佐藤　一
かつ

子
こ

（東京大学名誉教授）

■シンポジウム　シンポジスト：

　西山　佳孝（公民館のしあさって・プロジェクト）	
　田中　貴子（小平市　移動式子ども食堂カモミール）	
　針山　和佳菜（国立市公民館　社会教育主事）	
　佐藤　一子（東京大学名誉教授）

■コーディネーター：

　井口　啓太郎（国立市公民館　館長補佐）

と　き　２月８日（土）
　　　　昼１時１５分～夕４時半
ところ　くにたち市民芸術小ホール
参加費　１,０００円（当日支払い）
申込先　	１月１７日（金）夕５時までにホームページより申

込（問合せは公民館まで）
※	どなたでも参加できます。
詳細は国立市公民館等で
配布する開催要項をご覧
ください。

※	国立市公民館は東京都公
民館連絡協議会に加盟し
ています。

公民館での KUNIFA 日本語サポートによる日本語支援の様子

昨年度の東京都公民館研究大会の様子

地域で日本語支援をしたい人のための地域で日本語支援をしたい人のための「「日本語教育入門」日本語教育入門」
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

講　師　深津　謙一郎（共立女子大学・日本近代文学）

と　き　１２月１２日（木）夜７時～９時
	 ※今回のみ実施時間が変わります。
ところ　公民館　講座室　※昨年度から変更。
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　電話またはホームページより申込

公民館運営審議会は、市民の立場から公民館事業などに
ついて調査・審議します。１１月から新たな委員でスタート
しました。

滝口滝口悠悠
ゆうゆう

生生
しょうしょう

『高架線』『高架線』（講談社文庫）（講談社文庫）

〈くにたちブッククラブ〉〈くにたちブッククラブ〉
―たしかにそこにいた「わたし」のこと――たしかにそこにいた「わたし」のこと―

ー２月分（ロビー３月分）の
　会場調整会のお知らせー

12月28日（土）朝10時～実施します

第３５期国立市公民館運営審議会発足

※会場調整会当日は朝１０時までに受付してください。

申込書のポスト
投入期間

１２月７日（土）
～１９日（木）

公用使用の
貼り出し

１２月１１日（水）
（１１日以降の休館日を除く
最初の平日）

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日
（国立市HPにも掲載）

１２月２１日（土）
▶重なり状況
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委
員
長
に
田
中
雅
文
さ
ん
・

幸
島
裕
子
さ
ん
の
２
名
が
互
選
さ
れ
た
。

○
各
委
員
会
担
当
の
選
出
も
併
せ
て
行

わ
れ
、
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員

に
は
、
幸
島
裕
子
さ
ん
、
望
月
淳
夫
さ

ん
、
森
本
彩
里
紗
さ
ん
。
社
会
教
育
学

習
会
担
当
委
員
に
は
、
木
島
香
織
さ
ん
、

佐
藤
雄
一
さ
ん
、
三
谷
桂
子
さ
ん
。
東

京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部
会
委

員
に
は
野
口
泰
弘
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

○
そ
の
他
確
認
事
項
と
し
て
、
今
後
の

審
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、「
第
３３
期

国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会
に
お
け
る

ウ
ェ
ブ
会
議
内
規
」
を
第
３５
期
も
継
続

す
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
。

○
議
事
録
の
公
開
の
方
法
に
つ
い
て
審

議
。
次
回
継
続
し
て
検
討
予
定
。

○
次
回
は
学
識
委
員
の
長
澤
成
次
さ
ん

を
講
師
に
研
修
を
実
施
予
定
。

次
回
、
１２
月
１０
日
（
火
）
夜
７
時
１５

分
か
ら
講
座
室
。
傍
聴
歓
迎
。

	

（
公
民
館
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

ひ
ろ
ば

（
8
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

（任期：令和６年１１月１日から令和８年１０月３１日まで）
氏　　名 所属・役職（推薦団体・機関）

１ 大貫　志香 国立市立小・中学校副校長会

２

野口　泰寛 シニアカレッジ３
幸島　裕子 障害をこえてともに自立する会
森本　彩里紗 青年室利用者連絡会
北村　明男 公民館利用者連絡会
矢野　勝巳 文学講座連絡会
木島　香織 なかなかいいね！プロジェクト「なかなかいい会」
木山　直子 くにたち男女平等参画ステーション
佐藤　雄一 コトナハウス
三谷　桂子 KUNIFA日本語サポート
荒井　壽惠 くにたちの図書館を考える会
朝山　尚樹 国立商工会青年部

３ 望月　淳夫 民生委員・児童委員

４
長澤　成次 千葉大学名誉教授
田中　雅文 日本女子大学名誉教授

（注）１：学校教育関係者　２：社会教育関係者
　　３：家庭教育関係者　４：学識経験者
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勇
気
あ
る
人
達
が
時
代
を
作
る

VOL.
２

国
立
市
の
各
福
祉
事
業
所
か
ら
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
１４
日
㈯
に
は
１２
時
半

よ
り
張
り
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
連
絡
先
へ

日
時　

１２
月
１１
日
㈬
～
１８
日
㈬

場
所　
公
民
館　

1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

	

シ
ル
バ
ー
ハ
イ
ツ
谷
保

デ
イ
担
当　

宮
﨑
０４２
（
５７４
）
５
２
１
４

国
立
あ
ひ
る
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
歌
う

ア
・
カ
ペ
ラ
女
声
三
部
の
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
で
す
。
世
界
平
和
を
祈
り
つ

つ
、
ご
自
身
の
一
年
間
の
頑
張
り
を
い

た
わ
っ
て
旧
駅
舎
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
ご
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？

日
時　

１２
月
１３
日
㈮　

昼
３
時
～
４
時

場
所　

旧
国
立
駅
舎　

広
間

連
絡
先　

宮
坂
０４２
（
５７６
）
３
８
７
２

ネ
ッ
ト
・
部
落
差
別
を
考
え
る
会

部
落
差
別
を
語
り
未
来
へ
つ
な
げ
る

連
続
講
座
。『
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
―

私
が
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
理
由
』
上

映
、
出
演
す
る
宮
瀧
さ
ん
の
お
話
。
資

料
代
３００
円
。
懇
親
会
あ
り
。
要
予
約
。

日
時　

１２
月
１５
日
㈰　

昼
３
時
半
開
場

場
所　

木
乃
久
兵
衛
キ
ノ
キ
ュ
ッ
ヘ

連
絡
先　

池
田
０４２
（
５７３
）
８
７
７
７

国
立
混
声
合
唱
団
と
き
わ

公
開
練
習
開
催
。
心
も
身
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
。「
あ
じ
さ
い
」「
レ
ク
イ
エ

ム
」「
時
代
」
他
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

も
ご
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１２
月
１５
日
㈰　

昼
３
時
開
演

場
所　

ス
ペ
ー
ス
コ
ウ
ヨ
ウ
６
階

連
絡
先　

深
町
０９０
（
８５９２
）
２
４
４
４

　
　
　
　

m
archi@

ozzio.jp

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト　

ク
リ
ス
マ
ス
会

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！！
対
象
：

年
長
～
小
５
男
女
。（
保
護
者
同
伴
。

費
用：５００
円
。
１２
／
１４
㈯
迄
に
申
込
み
）

日
時　

１２
月
２１
日
㈯
夜
６
時
半
～
８
時

場
所　

福
祉
会
館

連
絡
先　

	

大
島big.island.yc0925@

gm
ail.com

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

１２月７日（土）昼　阪神淡路大震災から３０年
「『救援・災害ボランティア』の役割と経験―『ボランティア元年』
となった大震災をふり返る―」
８日（日）朝　地域防災講座
� 「公民館 de防災～日頃の『備え』を一緒に確認しませんか～」
１２日（木）夜　ブッククラブ　滝口悠生『高架線』
２２日（日）昼　C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX『イースター・パレード』
１月７日（火）夜～　日本語教育入門
９日（木）夜　図書室のつどい『体験格差』
１２日（日）夕　国立天文台望遠鏡キット組立で冬の星空を観測しよう！
１9日（日）朝～　共生社会のマナビ
　　　　　　　　「暮らしのてしごとワークショップ
� ―はじめての籐のカゴ編みと木工―」

　講座の開催状況などに変更があった場合は、公
民館入り口付近への掲示や、ホームページでお知
らせします。ご不明の点はお問合せください。
公民館　☎０４２（５７２）５１４１ ▲講座等の案内

今月の公民館（１２月～１月前半）

公
民
館
　
年
末
年
始
の�

�

お
知
ら
せ

こ
の
期
間
は
、

公
民
館
全
体
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

12
月
2９
日
㈰
～
１
月
３
日
㈮

公
民
館
図
書
室
は
、 

　

12
月
28
日
㈯
、1
月
4
日
㈯
は 

　
夕
5
時
に
閉
室
し
ま
す
。

土
曜
日
で
す
が
、
夜
8
時
ま
で
開
室
し

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、２
月
分
の
会
場
調
整
会
は
、

　

１２
月
２８
日
㈯

　

	

朝
１０
時
か
ら
行
い
ま
す
。（
詳
細

は
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

メ
ヌ
エ
ッ
ト
、
白
い
恋
人
た
ち
…
…
。

取
材
日
は
、
市
民
文
化
祭
の
演
奏
会
に

向
け
た
練
習
が
行
わ
れ
、
様
々
な
名
曲

が
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
彩
り
あ
る
音

色
で
奏
で
ら
れ
て
い
た
。

今
年
で
結
成
７
年
目
を
迎
え
る
、
く

に
た
ち
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
「
か
な
で
」
は
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
中
心
に
演
奏

し
て
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
で
、
現
在
１０
名

が
所
属
し
て
い
る
。
国
立
市
内
外
の
数

々
の
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加

し
、
演
奏
依
頼
に
も
対
応
し
て
い
る
。

結
成
当
初
か
ら
現
在
ま
で
、
指
導
者

は
置
か
ず
に
活
動
し
て
き
た
。「
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
、

助
け
合
い
の
精
神
が
あ
る
」
と
、
メ
ン

バ
ー
は
言
う
。
こ
の
日
も
、
上
手
く
音

が
揃
わ
な
い
箇
所
が
あ
れ
ば
、
メ
ン
バ

ー
同
士
で
話
し
合
い
、
拍
子
の
取
り
方

や
息
の
合
わ
せ
方
を
確
認
し
て
い
た
。

だ
ん
だ
ん
と
演
奏
が
揃
っ
て
い
く
中
で
、

メ
ン
バ
ー
の
表
情
や
奏
で
る
音
色
か
ら
、

そ
の
喜
び
や
楽
し
さ
が
じ
ん
わ
り
と
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
た
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
良
い
と
こ
ろ
と
は

何
か
。
そ
れ
は
、
個
人
の
力
量
に
合
わ

せ
て
パ
ー
ト
を
分
担
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
こ
そ
、
一
人
で
は
挑
戦
し
に
く

い
難
し
い
曲
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
経
験
年
数
や
習
熟
度

は
異
な
る
が
、
み
ん
な
で
一
緒
に
練
習

す
る
こ
と
で
、
一
人
で
や
る
よ
り
も
上

達
で
き
た
り
、
少
し
の
ミ
ス
も
楽
し
ん

で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ギ
タ
ー
は
小
さ
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

と
い
う
素
敵
な
表
現
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
工
夫
の
仕
方
次
第
で
多
様
な
音

色
を
奏
で
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
奥

深
い
魅
力
、
ま
さ
に
そ
の
表
現
そ
の
も

の
だ
。
仲
間
と
楽
し
く
会
話
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
、和
や
か
な
空
間
が「
か

な
で
」
に
は
あ
っ
た
。
現
在
、
メ
ン
バ

ー
募
集
中
。
あ
な
た
の
お
好
き
な
名
曲

を
一
緒
に
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

	

毎
週
日
曜
日　

午
後
１
時
～

４
時

場　

所　

東
福
祉
館
、
公
民
館
な
ど

連
絡
先　

石
井
０９０
（
８５０９
）
６
７
０
５

〈
文
・
写
真　

森
本　

彩
里
紗
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
９
８
〉

く
に
た
ち
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

く
に
た
ち
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

「
か
な
で
」

「
か
な
で
」

クラシックギターで一緒に合奏を楽しんでみませんか？


